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パワーアシストヒンジ 背面取付
HG-PA202型　   取付説明書

本製品について

このたびは、弊社製品をご採用いただきありがとうございます。取付作業前に本書をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。
取付後は、本書をいつでも取り出せるよう保管してください。

●機械装置などの上開き蓋用のヒンジです。
●内蔵スプリングのアシストにより、蓋の開閉が軽くなります。

寸法図

正しく安全に取り付けていただくために

注意 軽傷を負うことや、物的損害が発生するおそれがある内容を示します。

上蓋の質量を保持するために、取付箇所に十分な強度をもたせた筐体を製作してください。

ヒンジに、偏荷重が掛からないようにしてください。

上蓋1枚につきヒンジ2個以上使用し、各ヒンジの回転中心を合わせてください。

本製品の可動角度以上に蓋が開かないように、筐体にストッパーを設けてください。ストッパーを設けないとヒンジが破損す
るおそれがあります。

本製品を取り付けた装置を横にすると、蓋が急に開き、けがをしたり、ヒンジや筐体を破損するおそれがあります。
装置を横にされることがある場合、蓋にロックがかけられる構造にしてください。

本製品は、室内用です。屋外の水がかかる所には、使用しないでください。

本製品を連続操作（短時間での繰り返し操作）しないでください。

禁止警告
注意 厳守

図記号の意味

仕　様
●トルク　　　　　　15N・ｍ ±10％ (HG-PA202-15)

20N・ｍ ±10％ (HG-PA202-20)
25N・ｍ ±10％ (HG-PA202-25)

●トルク調整範囲　　 ±5％
●アシスト角度　　　 0～65°
●開き角度　　　　　0～100°
●使用温度範囲　　　0～40℃

・取付ねじは付属しておりません。
取付部材に適した長さのねじを、
用意してください。
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上蓋の最大モーメントの計算

ヒンジの取付け 2 トルクの調整

計算式： Mu = W x L x cosθ

①ヒンジを筐体に取り付ける。
取付ねじ： M5　6ヶ
②ヒンジを開いた状態にし、蓋を取り付ける。
取付ねじ： M5　3ヶ
③蓋を開閉し、動作に異常がないことを確認する。
蓋のモーメントとヒンジのトルクカーブの関係は、
上のグラフのようになります。(弊社WEB公開の

のご利用をお勧めします。）

①調整ねじ根元のナットを緩める。
②六角レンチでねじを回して調整する。
（上蓋のモーメントに合わせるよう調整）
③ナットを締める。

3 カバーの取付け
付属の樹脂カバーをしっかり
はめ込む。

2 上蓋のモーメントとヒンジトルクの関係
上蓋モーメントとヒンジトルクが下のグラフのようになる
のが理想的です。
上蓋モーメント Mu ＞ ヒンジトルク・・・上蓋が閉まる方向に力が働きます。
上蓋モーメント Mu ＜ ヒンジトルク・・・上蓋が開く方向に力が働きます。

■ 上蓋モーメント Muがパワーアシストヒンジのトルク範囲の上限または下
限にある場合、現品にて動きを確認してください。

X ヒンジ回転中心から重心までの水平距離

Y ヒンジ回転中心から重心までの鉛直距離

L ヒンジ回転中心から重心までの距離

θ ヒンジ回転中心の水平線から重心までの角度

W 上蓋の質量

G 上蓋の重心

取付できる蓋

取付手順

六角レンチ呼び4
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（ヒンジ2ヶ使用時）


